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 カーボンナノチューブやグラフェンなどのナノカーボン材料はナノデバイスの材料として研究

されている。多価イオンは、原子から 2 個以上の電子を取り除いたイオンで大きなポテンシャル

エネルギーを持つ。1 個の多価イオンが物質表面に近づくと多数の原子がスパッタされるととも

に、ナノメートルスケールで構造が変化する。この実験では、兵庫県立大学が作製した多層カー

ボンナノチューブ(MWCNT)を用いた。前回、我々のグループは、多価イオンを MWCNT に照射

し構造評価を行った[1]。本研究では、比較的直径の小さい MWCNT に対して Ar 多価イオンを照

射し、その照射前後を TEM やラマン分光法などを用いて構造評価を行った。多価イオンの照射に

は、電子ビーム型多価イオン源(Electron Beam Ion Source) Kobe-EBIS を用いた。ここでは、多価イ

オンのポテンシャルエネルギーの効果を調べるため運動エネルギーを 16 keV に固定し、多価イオ

ンの価数を変え実験を行った。TEM を用いて観察を行ったところ、14価の Ar多価イオンを照射

した MWCNT の試料で Fig.1 のように表面の凹凸が観察された。これは多価イオンによるポテン

シャルスパッタ効果が起きたと考えることができる。また、ラマン分光法による比較では、照射

前と比べ照射後の D/G比が増加した結果が得られた。これは、多価イオンの照射により MWCNT

の結晶性が悪くなったことを示している。これらの多価イオンによる効果について報告する。 
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Fig.1 TEM images of MWCNTs before and after multiply charged ions irradiation 
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